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【研究背景】

ワールドカップで日本全国が盛り上がったのは記憶に新

しく、最近では野球のドラフトが大きく取り上げられ、

世間を賑わせた。スポーツニュースでは連日サッカーや

野球の試合結果や選手の移籍情報等を取り上げ、サッカ

ーや野球は、「みるスポーツ」として確立されているこ

とが伺える。一方テニスはどうだろうか。観戦者数だけ

でいえばテニスはサッカーよりも多く、野球と比べても

さほど引けを取らないが、残りの 2 競技と比べて競技人

口に対する観戦者の割合が少ない。テニスは「する」ス

ポーツとしては確立しているものの、「みる」スポーツ

としてはまだまだ確立されていないことがわかる。

テニスをしている人のうち、試合を観戦する人と、観戦

しない人の間にはどのような違いがあるのだろうか。両

者を調査、分析し、比較することで、両者の特性を割り

出し、競技者でありながら観戦に行かない人への良いア

プローチ方法が見つかるのではないかと考える。テニス

の観客動員数を増やし、「する」スポーツとしてだけで

なく、「みる」スポーツとしても確立させていくことで、

更なるテニスの普及に繋げていきたい。

【研究目的】

テニス競技者のうち、テニスの試合を観戦する人と、

しない人をそれぞれ調査、分析し、比較することで、両

者の特性を割り出す。さらに、後者を観戦者として取り

込むにためは何が必要なのかを探り、提案する。

【研究方法】

A テニススクールと、B テニススクールの 2 つのテニ

ススクールに通う 16 歳以上の生徒を対象に東レ パン・

パシフィック・オープン・テニストーナメント、ニッケ

全日本選手権、楽天オープンの 3 大会の観戦経験につい

てのアンケート調査を実施し、統計ソフト SPSS を用いて

分析を行った。上記 2 つのテニススクールを調査対象と

して選択した理由は、A テニススクールは都心のデパー

トの屋上にあるのに対して、B テニススクールは郊外の

閑静な住宅街の中にある。異なる環境にあるテニススク

ールを選択することによって、テニス環境の異なる両対

象の比較を可能とするためである。

【研究結果】

テニス歴、プレー頻度、プレー動機、接触する情報と、

会場における観戦経験の関係に有意な差がみられた。プ

レー動機は「友人、仲間との交流のため」「好きだから」

の 2 項目、接触する情報はテレビ（試合中継、録画）、

インターネット（大会 HP）、新聞において有意な差がみ

られた。

【考察】

テニス歴と観戦経験、プレー頻度と観戦経験の関係に

みられた有意な差については、テニス歴が長くなるほど、

触れる情報の量や種類、知り合う人の数が増えるために、

観戦に行くきっかけが増えるためと考えられる。プレー

動機と観戦経験の関係に見られた有意な差については、

テニスを目的としてだけでなく、目標達成のためのツー

ルとしても見られるようになり、「する」スポーツとし

てだけでなく、「みる」スポーツとしても楽しめるよう

になるためであると考えられる。接触する情報と観戦経

験の関係に見られた有意な差については、観戦する人は、

大会の情報のみを掲載した情報媒体を利用しているため

であると考えられる。

【結論】

テニス観戦者の特性として「テニス歴が長い」「テニ

スを週 2 回以上行っている」「プレー動機が、テニスそ

のものが目的ではなく、テニスを目標達成のツールとと

らえている」「試合に関する情報を中心に掲載している

情報媒体を通してテニスに関する情報を得ている」の 4

点、テニス非観戦者の特性として「テニス歴が短い」「テ

ニス実施頻度が週 1 回以下である」「テニスを目標達成

のツールとしてとらえるプレー動機にはあてはまらない」

「試合に関する情報を中心に掲載している情報媒体を通

してテニスに関する情報を得ていない」の 4 点があげら

れることがわかった。

テニス非観戦者を、テニスの観戦へと取り込むために

は、テニス歴が短く、テニスを頻繁にやらない人をター

ゲットとした情報提供を、テニスに関する情報を幅広く

掲載する情報媒体を通して配信していくことが有効であ

ると考えられる。


